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Trunk Solutionを装着した歩⾏介⼊が
労働者の腰痛と労働生産性に与える影響
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勝平，松平らは装着することで，良姿勢を
保持しつつ腹部コアマッスルを賦活し，腰背
部の筋活動を減少させる体幹訓練機器TSを開
発し，高齢者や片麻痺者における装着の効果
を報告している(katsuhira et al 2016, 2018)．

しかしながら，TSを装着した介⼊が労働者
の腰痛や労働生産性に与える影響については
明らかとなっていない．本研究の目的はTS装
着が労働者の腰痛の訴えと労働生産性に与え
る影響について明らかにすることである．
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対象者の抽出方法
群分け群分け群分け群分け 無作為に無作為に無作為に無作為に11110000名ずつの名ずつの名ずつの名ずつの2222群群群群

AAAA群（群（群（群（TSTSTSTS群）：群）：群）：群）：TSTSTSTS装着した歩行装着した歩行装着した歩行装着した歩行

BBBB群（コントロール群）：群（コントロール群）：群（コントロール群）：群（コントロール群）：TSTSTSTSを装着しない歩行を装着しない歩行を装着しない歩行を装着しない歩行

＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞

①①①①RolandRolandRolandRoland----MorrisMorrisMorrisMorris DisabilityDisabilityDisabilityDisability QuestionnaireQuestionnaireQuestionnaireQuestionnaire（腰痛）（腰痛）（腰痛）（腰痛）

②②②②腰痛に関する評価：過去腰痛に関する評価：過去腰痛に関する評価：過去腰痛に関する評価：過去4444週間の自覚症状週間の自覚症状週間の自覚症状週間の自覚症状

③③③③肩こりに関する評価：過去肩こりに関する評価：過去肩こりに関する評価：過去肩こりに関する評価：過去4444週間の自覚症状週間の自覚症状週間の自覚症状週間の自覚症状

④④④④VASVASVASVAS：：：：痛みのアセスメント痛みのアセスメント痛みのアセスメント痛みのアセスメント

⑤⑤⑤⑤WHOWHOWHOWHO----HPQHPQHPQHPQ：：：：労働生産性に関する評価労働生産性に関する評価労働生産性に関する評価労働生産性に関する評価

＜姿勢による評価＞＜姿勢による評価＞＜姿勢による評価＞＜姿勢による評価＞

横向きの姿勢を写真撮影し、実施前後で比較する横向きの姿勢を写真撮影し、実施前後で比較する横向きの姿勢を写真撮影し、実施前後で比較する横向きの姿勢を写真撮影し、実施前後で比較する

介入方法介入方法介入方法介入方法

介入内容：快適歩行速度にて介入内容：快適歩行速度にて介入内容：快適歩行速度にて介入内容：快適歩行速度にて10101010分分分分////回回回回

介入期間：介入期間：介入期間：介入期間：4444週間週間週間週間 介入頻度：介入頻度：介入頻度：介入頻度：2222回回回回////週週週週

対象と方法
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結果・結論

10名/月74万円の経済効果
-プレゼンティーズムの得点から算出-

本発表における利益相反の開示本発表における利益相反の開示本発表における利益相反の開示本発表における利益相反の開示

本発表に関連して、開⽰すべき利益相反の関係にある
企業･団体等について、以下に⽰すとおりです。
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TSを装着した歩⾏を習慣化することで労働者の腰痛が軽減し、プレゼンティーズムの改善につながる可能性が⽰された

介⼊前 介⼊後

TS群はコントロール群と⽐べて腰痛および各損失割合が有意に改善 姿勢が改善した参加者の各スコア
は改善


